
生徒用
モンゴル帝国の拡大
１　モンゴル帝国の成立
    遼の滅亡（1125）　←  金と宋による
      →耶律大石、西遼（カラ＝キタイ）建国  →　遼挟撃のときの宋の違約より　　　の変（1126～27）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がおこる････金による開封占領＝徽宗・欽宗らを捕虜に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝宋（北宋）滅亡
                ↓
    金によるモンゴル人分散策
                ↓
    テムジンによるモンゴル部族統一
                ↓                    ナイマン
    テムジン、ナイマンを破る（1204）→　　　を奪う（1211）→　ナイマンがモンゴル軍に滅ぼされる（1218）
                ↓
    テムジン、クリルタイでチンギス＝ハンとして即位（1206）
２　拡大
(1)チンギス＝ハン
    ①  ナイマン征服（1218）
    ②  　　　　征服（1220）→滅亡（1231）
    ③  ロシア侵入
    ④  西北インド（奴隷王朝時代）侵入
    ⑤  　　　　征服（1227）
    ⑥  金への遠征途上で病死（1227）
(2)オゴタイ＝ハン
    ①  高麗侵入（1231）
    ②  　　征服（1234）
    ③  　　　　　　に都を定める（1235）
    ④  バトゥの西征（1236～42）
        →　ロシア侵入＝モスクワ・キエフ占領（1240）　→  東欧侵入＝　　　　　　　　の戦い（1241）
        →　オゴタイ＝ハンの死で引き返す（サライに留まり、キプチャク＝ハン国建設）
(3)モンケ＝ハン
　　①　フラグの西征（1253～8）････西アジア（イラン～メソポタミア侵入）
    　　　　　　　　　　　バグダード陥落　→　　　　　　　　朝滅亡（1258）＝イル=ハン国成立
    ②　フビライ、　　　征服（1254）
    ③　高麗服属（1259）
３　分裂
  　チンギス＝ハン、諸子に領土を分け与える
　　　→　４ハン国の成立
  　　→　　　　　　乱（1266～1301）発生････フビライ＝ハンの即位（1260）ハン位をめぐる内乱
  　　→　元と４ハン国に完全に分裂
  (1)チャガタイ＝ハン国（1227～１４世紀後半）
     ①  オゴタイ＝ハン国を併合（1310）　
     ②　１４世紀内紛激化　→　東西分裂（1231）
                                 →　　　　　　　朝が西チャガタイ＝ハン国を奪う（1369）
  (2)キプチャク＝ハン国（1243～1502）：　　　　が南ロシアに建国
     ①　ビザンツ帝国・マムルーク朝と通交
     ②　ロシア諸侯を支配　→　“タタールのくびき”
         　　↓
     ③　モスクワ大公国（イヴァン３世）の自立（1480）で崩壊  →　滅亡（1502）
         　
  (3)イル＝ハン国（1258～1353）：イラン・イラク地方支配
     ①　初期：ネストリウス派キリスト教を保護  →　イスラム教徒を弾圧
         　　　　＝ハン（位1295～1304）：イスラム教へ改宗、国教化
                                       ラシード＝ウッディーンを宰相に（1298）
                                 　        →『蒙古集史』の著者
     ②　１４世紀末：ティムール朝に併合される（1393）
４　フビライ=ハン時代
(1)元の成立　
   １２６０年　フビライ＝ハン（世祖）がハン位に就く
   １２６４年　　　　（現在の北京）に遷都  ←　カラコルム（和林）
   １２７１年　国号を元とする  →　皇帝となる（位1271～94）
(2)拡大
   １２７９年　　　　を滅ぼす  →　中国全土の支配完成
   １２８７年　　　　　朝（ミャンマー）を滅ぼす
   ①  属国　チベット・高麗
   ②　遠征  日本（元寇＝文永1274、弘安1281　→　鎌倉幕府滅亡の遠因）
             ヴェトナム（　　朝が撃退、３回）
             ミャンマー（パガン朝滅亡）
             ジャワ（撃退　→　　　　　　　　王国が興る）
             チャンパー（占城）
①モンゴル勃興期
　１２世紀のモンゴル高原では、モンゴル系やトルコ系の諸部族が遼や金の支配下で遊牧生活を送っていた。モンゴル族の名門の家に生まれたテムジンは、幼い時に父を亡くし苦労したが、１３世紀初頭に諸部族を統一し、クリルタイ（集会）でハン位に推戴されチンギス=ハンの称号を得た。チンギス=ハンは、機動性に富む騎馬軍団をつくりあげた。そして、彼はこの騎馬軍団を率いて征服活動をおこなったのである。
②チンギス＝ハン時代
　チンギス=ハンは、ウイグルを服属させ、西遼（カラ＝キタイ）の地を奪っていたトルコ系のナイマンを破り（1218年）、金を攻撃し、さらに西征してホラズムを滅ぼし（1220年）中央アジアを手に入れ、さらに南ロシア・インド西北部にも侵入した。その後、再び軍を東に返し西夏を滅ぼした（1227年）。　この結果、内陸アジアの遊牧民族のほとんどがモンゴル帝国の支配下に入ることとなった。それはまた、モンゴルが、ユーラシアの内陸部を東西に結ぶ「草原の道」「オアシスの道」を手中におさめたことをも意味する。
③オゴタイ＝ハン時代
  オゴタイ=ハンは、金を滅ぼし（1234年）、カラコルムを都に定めた（1235年）。また、甥のバトゥを西方に遠征させて、ロシア諸侯を服属させ、さらに東ヨーロッパに進出しポーランドとドイツ騎士団の連合軍をワールシュタット（リーグニッツ）の戦い（1241年）で破り、ヨーロッパ中に衝撃を与えた。この戦いで連合軍を指揮したシュレジエン侯ハインリヒ２世は戦死した。しかし、バトゥのモンゴル軍はオゴタイ=ハンの死の知らせを受けて、引き返した。彼は、帰国途中のサライに留まりキプチャク＝ハン国を建国した。
④モンケ＝ハン時代
  モンケ=ハンは、弟フビライに命じて、雲南の大理を滅ぼし、さらにチベット（吐蕃）、ヴェトナムに侵攻させた。また、もう一人の弟フラグを西方に派遣して、アッバース朝を滅ぼした（1258年）。さらに自らは南宋を攻撃した。モンゴル軍の侵攻は、朝鮮半島にもおよび高麗を属国とした（1259年）。こうして、１３世紀半ばには世界史上空前の大帝国が出現した。
⑤フビライ=ハン時代
  フビライ=ハンは、モンゴル帝国の本拠地を南方の農耕地帯に求め、都をカラコルムから大都（現在の北京）に遷都し（1264年）、国号を元と改めた（1271年）。そして、南宋を滅ぼし（1279年）、また高麗の民衆を徴用して鎌倉幕府時代（執権北条時宗）の日本への侵攻を図った（元寇＝1274年、1281年）。さらに南方のミャンマーに侵攻してパガン朝を崩壊させ（1287年）、ジャワ島にも遠征軍を送った。ジャワ軍は元軍を撃退し、新しい指導者がマジャパヒト王国を建国した（1293年）。
  しかし、ハン一族のなかにはフビライが大ハンに就いたことに対する不満も強く、オゴタイ＝ハンの孫ハイドゥの反乱（1266～1301）をきっかけに、西方の支配を任されていた４ハン国は元から離れていった。しかし、その後もモンゴル帝国は、ゆるやかな結合を保ち続け、陸上・海上の東西交通も途絶えることはなかった。
⑥モンゴル帝国
  ４ハン国と元は、ゆるやかな結合を保ち続け、東西世界が陸海の交通路で結ばれることになった。
それらの道を通り、人や物の交流は一段と活発化し、元の都の大都は「草原の道」「オアシスの道」「海の道」のすべてを結ぶ結節点となった。交通路とその安全を図るジャムチ（駅伝）の整備、大都と江南を結ぶ運河の整備、杭州・泉州・広州などの貿易港の繁栄は、すべて大都を基点とするものであった。マルコ=ポーロの旅もこの陸海の交通路を利用したものであった。陸路では、中国の絹・銀・茶の交易が、海路では絹・陶磁器・銅銭の交易が活発に行なわれた。海外からは、香辛料・象牙・珊瑚・真珠などがもたらされた。
	 元の遠征：高麗（1259年降伏、朝貢国になる）→　成功
 　　　　　日本（元寇＝文永の役1274年・弘安の役1281年）→　失敗
   　　    ヴェトナム（３回（1257、1284、1287年）、陳朝により撃退）→　失敗
       　　ミャンマー（パガン朝滅亡1287年）
       　　ジャワ（シンガサーリ朝は元軍到着前に内紛で滅亡1292年、
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マジャパヒト王国が興る1293年
       　　チャンパー（占城、1282、1284年の攻撃を撃退）→　失敗
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